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1 .はじめに

本稿は、東北タイ農村・ドンデーン村の日常生活において村人が時間と

いう一種の「資源J をどのような行動に、どれだけ割当てるかを定量的に

分析しようとする試みである。このような調査は一般に生活時問調査とい

われる。

生活時間調査は調査と処理に膨大な手間を要するため、その重要性は指

摘されながらも実際の事例はわずかである。ひとつの例として、 NH Kが

1960年以来5年ごとに実施している「国民生活時間調査」があげられる。

これは、個人のとった行動を15分ごとに2週間のうち6日間記録するもの

で、最新の調査では全匡でのベ 6万人以上を対象としている［NHK放送

世論調査所 1981 J 0 この他に、 都市社会学における「生活構造論」
［青井他 1971］、地理学の新しい流れである「タイム。ジオグラフィー」

[Car lste in 1982］、生態人類学での「インプットーアウトプット分析」

[Johnson 1978] .. 子供の社会化に寵する「六文化プロジェクト J

[Whiting & :-1hiting 1975］、経済学の新しい分野である「ニュー・ハウ

スエコノミー J [Binswanger旦!____tl.1980 ~などにおいて生活時間調査の手

法が用いられている。

上にあげた各分野の生活持問調査は、ヨ的，対象，規模，方法をそれぞ

れ異にするが、ある一定の時点における母集団の特定の生活行動での時間

利用を知るために、多くのサンプルをと勺統計的方法を用いる点に共通性

がある。しかし、われわれがとった方法辻これらとはまったく異なる性格

を持っている。

ドシデーン村での生活時間調査は、農民の生活行動を時間軸上に投影さ

せ、その包括的な実態を浮かび上らせようとする意図をもっている。その

ため、離散した特定時点での生活行動を切り取るのでなく、長期にわたる

継続的な調査を行った。また、本調査で：主穏作，家事労働などというカテ

ゴリーをあらかじめ設けて、被調査者の行動をそれらに振り分けるのでは

なく、個々の行動の種類をできるだけ具体的に記録し、解析の段階ではじ

めて分類する方法をとった。その結果、生活行動は533穫にのぼる。

このような方法をとるとすれば、おのずからサンプル数は限定せざるを

えない。しかし、サンプル数を限定したところで生活行動に関する情報量

は膨大であるので、その解析にはコンビューターを利用した (1）。本稿で

は、農家生活の季節性と世帯内分業というこつの視点からの分析倒を提示

する。
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2 よ調査の概要

調査は1981年と1983年の2回行った。 調査期間は、 81年調査では ι一一一一
8月－ 5白から12用20日までの138日、 83年調査では 7月13日から翌年のーー

3用13日までの2458で－ある。前者は稲作期間中に限定されるがィ後者は乾 ー

季の農閑期を含んでいる。サンプル数は、 81年調査が4世帯22人、 83年

調査が5世帯23人である。なお、ここでの分析は主に83年調査でのサンプ

ル農家を対象としている。サンプル農家は、ドンデーン村の研究計画全体

の方針にしたがって集落近くのー水田団地であるノングシムバーン内で水

田を経営する者の中から選ばれた。サンプルにはさまざまな経済状態の農

家が含まれるように配慮されている。

調査は次のような方法によって行われた。サンプル農家構成員の日々の

行動は、各世帯から選択されたー名によって調査票上に記録される。調査

票は、まず睡眠しか考えられないような時間帯では細かな記入が必要でな

いように、そうでない時間帯では細かな記入ができるようにレイアウトさ

れている。 83年調査の場合、 記録は10分単位でなされた。行動は「何を J

（行動内容）のほかに fどこで」（行動空間）、「だれと」の点からも記録さ

れたが、 今回の分析では、主に行動内容そして一部で行動空間に関する

情報を用いた。

83年調査の全期間を通じてのサンプル全体（ 5世帯20人（2））の平均的

な時間記分の概要注次の通りであった。

睡眠 8’58” 

食事 2’23" 

その他の生理的必要 1・20”
生理的必要時間計 12・42”
休息・娯楽 3’09” 

労働（学生，幼児を除く） 7’07” 

家事を除く労働時間の中では稲作が最も重要で、磁業労働時間の23.2%

を占める。以下賃金労働，家畜飼育，野菜作，手仕事，自営業，魚取り，

畑作の願である。しかしこの序列は世帯の生業構造によって大きな差があ

る。以下に労働時間の世帯間差を中心にしながらサンプル農家の概要を述

Jてる。

1）チナウエ主ン家（1-2)(3) 

世帯主夫婦（夫？~歳，妻74歳）、その末娘夫婦〈夫28歳，妻30歳）、末娘の子
供（長男8歳，長女3議）の三世代からなる6人家族である。世帯主夫婦は
農業から引退しており、現在は世帯主はおもに竹細工、妻は子守などを家

で行っている。農業註末娘夫婦が主となって行う。農業（経営面積は水田

6ライ， ．畑地5.75ライ，菜園1ライ）のなかでは野菜作に重点が置かれて

おり、主な現金収入震は野菜の売上げである。いわゆる専業農家であり、

，農業以外からの収入註ほとんどない。野菜作と手仕事への労働時間投入は

サンプル農家のなかで最も多く、両者のそれぞれは稲作の労働時間より大

亭 ’同
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きい。

2）バクバン家（42-21)

前世帯主であった母親が調査前 (1983年4月）に死亡したので、その子

である未婚の姉妹2人（42歳 .31歳）が現在の世帯員である。この姉妹の妹

は結婚しており、すぐ隣に世帯を構えている。この世帯と共働・共食（4）ー

の関係にあるので、その経済状態を世帯単位で厳密に把握することはむず

かしい。しかし、この姉妹がそれほど豊かな暮しをしていないのは事実で

ある。稲作（31ライ経営）と自家消費用の野菜作（0.5ライ経営）のみを行

L、、

農耕にはおもに姉が従事している。妹（同居）が不定期に建設作業員とし

てマハサラカム県コスムピサイ郡に働きに出るのが唯一の現金収入源であ

る。労働時間は賃金労働が最も多く、家音飼育，稲作と議くが、他はこれ

らに比べるとかなり少ない。

3）ダンサイ家（44-156)

夫婦（夫37歳，妻32歳）とその子供2人（長男8歳，長女6歳）によって構成

されている。この世代にしては広い水田（26ライ・経営（5））を親族（夫の父

方および母方）と共同耕作している。畑作、野菜作はサンプル農家の平均

程度に行っており（畑地8ライ経営，菜園3.75ライ経営〉、それのみにより

現金を獲得している。稲作の労働時間はサンプル農家のなかでいちばん多

く、典型的な専業農家である。

4）チャンタバン家（72-57)

夫婦（夫54歳，妻49歳）と子供3人（長男25歳，三男20歳，四男14歳）の5人
からなる。長男はすでに教育を終えており、生産活動に従事している。世

害主は1964年設立の当初から東北地域農業センターで働いており、現在は

夜警である（6）。 農業（稽作，畑作，野菜作，家畜飼育）のほか、 1981年より

よろず屋を開業している。農業の規模も村の平均以上であるが｛経営面積

立水田20ライ，畑地5ライ，菜園1.5ライ）、現金収入がきわめて多く、村

でも上層に位置する。賃金労働，自営業に投入される時間が他の世帯より

大きいが、稲作，野菜作にもサンプル農家の平均以上の時間が費やされて

いる。

5）ラートロンムアン家（174-106)

夫婦｛夫48歳，妻41歳）と子供4人（男24歳，男19歳，男14議，女8歳）の6人

世帯である。小学校教師である長男はプラユン郡までかよっており、他の

子供はまだ学生である。現金獲得に熱心な世帯主は、これまでに理髪業；

とい作り，ミニパス経営，精米業など数々の職業に就いてきた。その結
EB 
；；，－；：、

村内ではかなりの経済的地位にあり、比較的若いにもかかむらず、前村長

j）＇，公金私物化の問題で辞職後の1983年村長に選ぼれた。現在、この世帯は

稽作(10ライ経嘗），畑作（11ライ経営），野菜作（0.75ライ経営）のほかには ‘1

豚の飼育と精米業を営んでいる。また、世帯主は村長の仕事で多忙である

(7）。時間利用の面からみると、 労働力が多く様々な生業にまんべんなく

83 



時間が費やされており、 自営業と賃金労働の両方にかかわってωる点で

チャンタパン家と似ている。

3.農家生活の季節性

一般的に農家生活は農作業との関連で一年を周期として営まれる。ドン

デーン村の季節変化は、雨季と乾季の存在によって特徴づけられる。まっ

たく天水に依存する稲作は、雨季の到来を待って始まり（ 7月）、乾季の

刈取（11月～12月）によって終わる。ドンデーン村農民の一年が雨季の到

来と稽作の開始によってはじまるとすれば、 83年7月13日～84年3月13日

の調査では稲作における苗代づくりや一回目の耕起を捉えていないため、

農家生活の重要な局面をのがしていることになる。また、翌年の雨季の到

来まで継続していない。しかし、調査は田植以降、穏刈後である乾季の半

ばまで行われたので、農家主活の季節性という視点からの分析に十分耐え

うると考えられる。分析の時間単位は旬別である。

この節ではサンプル農家のうちチナウ才ン家，ダンサイ家，チャンタパ

ン家の 3世帯をとりあげた士宮 1.2,3に、 3世帯における稲作，野菜

作，畑作労働時間の旬別変動（7iを示す。 3世帯に共還して、稲作労働時

間におけるこつのピークがみられる。作業内容からみると、第一のピーク

は耕起，しろかき，苗取， E植から、第二のピークは刈取，脱穀から構成

される。ピーク間には 2～ 3カ月の期間があり、 10月末に時期的にはずれ

た刈取がみられることを除けゴ、ヨ立った作業は行われていない。

ピーク時には、基幹労働者が平均して一日 8時間以土を稲作労働に投入

しなければならない旬がみられる c 基幹労働者が－Eのうち 8時間以上を

穏作に使えば、農家は他の生業：こ多くの時間を投入することはできない。

その時期、農家は稲作にかかりきらねばならない o ただし、チャンタパン

家における第一のピーク時にそのような旬は存在しない。これは、長男が

農業労働者として働きに出ていたからである（9）。ここには、稲作労働が

他の労働に常に優先すると泣かぎらない側面が存在する c ドンデーン村で

は賃金雇用機会が増大し 、農家において兼業化が進行しているから、この

側亙は今後より顕著になると忌われる c

手雷j!J後の乾季では野菜作が主な作物生産活動になっている。乾季に野菜

を栽培するときには水やりが不可欠で、それはこの3世帯でほ 1月以降毎
日のように行われる。乾季の水やりは、摘にいれた水をJI!からかついであ

がるので非常に時間と労力のいる仕事である。しかし必ずしも野菜作労働

が乾季に集中しているとはいえない。

国にあげたいずれの世帯でも、トウガラシを含めた野菜収穫がほぼ全調

査諮問にわたってみられ、園地には年間を通じて常に何らかの作物が植え

られていると考えられる。野菜作労働には稲作ほど季箆性がない。これは

野菜作が年間を通じてのコンスタントな現金獲得手段であることに関連す

る。事実、チナウォン家，ダンサイ家の妻は、調査期笥中ほぽ毎月、収穫
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じた野菜を売りに出かけている。

野菜の作付は稲の収穫，脱穀に忙しい時期を避ける形でその前後に共通

して見 ．もれる (10月下旬， 12月下旬）。作付はそれ以外の時期（7用上

旬， 9月上旬）にも行われ、野菜作労働のピークは乾季で朝夕の水やりに

忙しい時期（ 1月以降）を除けぽt作付の時期と一致していることが多

い。そのピークは稲作ほど大きくない（図 1.2.3）。

サンプル農家の畑作労働時間はもっぽらキャサ対栽培に費やされたもの

である 0・チナウ才ン家，ダンサイ家，チャンタパン家でキャサパの植付

は、それぞれ 7月中旬、 10月中旬、 11月上旬に行われ（その収穫は調査終

了後）、ダンサイ家，チャンタパン家では植付の約 1ヶ月前に前年度分の

収護が行われている。キャサパ栽培に投入される労働量のピーク泣きわめ

て小さい。 サンプル農家3世帯の畑地経営面積はドンデーン村の平均6.0

7ライ (1981年）と同水準である。ドンデーン村においてもキャサパは粗

放な方法で栽嬉されており、ここでとりあげた農家は上記の時期を除くと

まったくキャサパ栽培に従事していないといってよい (10）。

稲作，野菜作，畑作労働尋問の合計、つまり作物生産労働時間の季節

的バターン辻、稲作のみのそれとほぼ同様の傾向を示す。これは一時的な

労働需要が大きい稲作労働時書lこ対し、野菜作，畑作がそれほどのピーク

をほとんどもたないためである。

農事が少ないとき、農家の基幹労働者の男性は魚取り、そして女性は織

物などの手仕事により多くの時間を投入する傾向が、自営業・賃金労働に

かかわりのないチナウ才ン家．ダンサイ家でみられる（図4, 5）。また、

他世帯の福作作業が終了していないときには、それを手伝いに行ったり、

雇われて行ったりする。

ドンデーン村では賃金雇用接会が増大しており、とくに季節的な就業は

稲刈後の乾季に多い o たとえとま、チャンタバン家の長男は、稽刈と脱穀が

終わったあと、 1984年 1fa.Iから建設労働者として働きに出ており、 1月に

はその仕事に一日平均8時間を投入している。もちろん、魚取りはまった

く行っていない。また、同じ世帯の妻は、自宅でよろず屋を経営し、商品

の仕入・販売に時間を費やしている。調査期間を通じてみると、よろず屋

経営についての労働時間の約6割は、 1984年のし2月のニヶ月間に集中し
ているから、このよろず屋経営は上記の季節的賃金労働と似た機能をもっ

と考えられる。

3世帯の全基幹労働者をみるかぎり、稲刈後1984年のし2足において一
日平均5時間以上が使われている労働には、上記の季節的賃金労働とよろ

ず屋経営以外にチャンタパン家の世帯主が従事する年聞を通じての賃金労

働しかない（脚注5参照）。

チナウコfン家，ダンサイ家の基幹労働者についてみると、作物生産活動

がひまになると、魚、取り，手仕事といづた労働により時間が設入される傾

向がある。しかし、それらはとくに謡作がもつような連続的な労働を要求
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(11) 
しない。したがって、 家事労働時間，放牧時間 を除く一日平均の全

労働時間（匂別）は作物生産活動がひまな時期で棺対的に低い値を示すこ

とが多い（図4，図5）。たとえば、チナウォン家の夫について、 1984年

1～2月における日労働時間の変動をとらえたのが図6である。 60日間の

うち労働時聞が8時間以上の日は25臼あり、たいていは魚取りに出かけた

日である。魚取りにまったく出かけなかった旬はない。しかし、全体とし

てみると一日当りの労働時間のばらつきが大きく、平均労働時間の減少を

結果している。

全労働時間の減少は余暇時間の増加を意味している（図4,5）。余暇時

間には宗教的色彩の強いものを含めで行事への参加時間が含まれ、行事の

頻度は農間期に高くなる。上にあげたチナウォン家の夫の場合、行事への

参加が集中してみられるのは1984年 1～ 2月であり、行事があった日の労

働時間はたいてい4時間以下である。行事への参加が単なるひまつぶしで

なく、社会的・文化的に必要とされるものであるなら、余暇時間の季節的

増加もそのような意味において解釈されねばならない。

家畜飼育労働の多くは、時間消費の点からみると水牛の放牧である。放

牧は集均度の低い労働であり、作物生産活動をしながら行われることも多

い。作物生産活動がひまになってくると、基幹労働者が他の仕事をせず放

牧のみをしている時間が大きくなる媛向がある（図7）。その場合の放牧は

休息に近い労働と解釈できるので、作物生産活動がひまな時短は農業全体

についてもひまな時期となっているといえる。また、図？に示したダンサ

イ家の妻の場合、作物生産活動がひまになってくると家事労勤時間が増え

る傾陀がある。作物生産活動のピーク時における家事労働時習は、調査期

間中で豊低の1.5時間を示しているc これが農家の日々の生活上、妻に割

り当てられる最小限の家事労働時罰とすれば、作物生産活動がひまな時期

における家事労働時間の増加は、家事労働の一部分が、魚、取り，手仕事な

どと同援に、作物生産活動による労働記分の谷をうめる労働としての意味

をもつことを示している。

以上に述べたチナウォン家，ダンサイ家では、農家生活の時沼的変化が

稲作を中心とする作物生産活動によって形づくられる側面が強いz ところ

が、基幹労働者すべてが賃金労働もしくは自営業に関与するチャンタパン

家では事情が異なる。世帯主の妻と長男の場合、全労働時間の時期的変動

と作物生産活動の繁・閑との対応がより明確でなくなっているーこれは、

とくに 1月において、よろず屋，季節農業労働という一日平均8時間を投

入する就業をもっていたためであるとまた、世帯主の場合は、全労働時間

が作物生産活動の繁・関に対応して変動しているが、一日 8時間の賃金労

働をベースとして置いているため、ここでとりあげた農民の水準からいう

と調査易問を通じて全労働時間がきわめて高くなっている。 1983年12月

での一日平均全労働時聞は12.5時間にもなるb

なお、調査が行われた1983年は、 F質調な降雨に恵まれた米の大豊作年

であった。 r前述のように農家生活は稽作を中心に営まれるから、不安定な
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． 

降雨条件によって洪水・皐越が発生した年の農家生活は、以土の記述とは

’様相を異にするものであると考えられる。

4・；世帯内分業

(1）チナウォン家における成員間の労働配分

ここでは農業を主な収入源とする三世代家族のチナウ才ン家に焦点をあ

てる。チナウォン家辻、 前述のように世帯主夫鰐（夫75歳，妻74歳）、その

末娘夫婦（夫28歳，妻30議）、 末娘の子供二人から成るが、世帯主夫婦が農

業より引退しているため、実際の仕事は末娘夫鋳が中心となっている。

よって役割の面から見るとその成員は、夫（主生計維持者），妻，子供，

老人という四つの役割から構成されていることになる。

夫と妻が、この世帯の基幹労働力を構成する。夫の労働の中で最も時間

が投入されているのは宿作であり、魚、取り、野菜作がこれについでいる。

夫はその他の労働（家畜飼育，畑作など）も行うが、稲作，魚取り，野菜

作と比較すると労働時司は少なくなる。妻の場合、家事労働への時間配分

が最も大きく、稲作 ，野菜作がこれについでいる。老人は世帯の主な労働

過程から引退しており、子供はまだ労働力の準錆段階にある。したがって、

老人の場合、体力を必要としない手仕事，家事，農作業の手伝い，その補

助的作業（放牧など）、子供の場合は、家事，農作業の手伝い，その補助

的作業をする程度である。

図 8に示したこの世帯の生業ごとの成員間労働配分は、次のようにまと

めることができる。謡作はほとんどすべて夫と妻によって行われ、また両

者はほぼ等しい時間を福作に投入している。野菜栽培も主として夫と妻と

で営まれているが、老人（男性）の労働力も長視できない。家畜飼育での

作業は具体的にはほとんどが放牧であり、主に老人，子供の仕事であるー

ただし、前節で述べたように、主生計維持者である夫も作物生産がひまな

ときには放牧に従事するため、老人，子供とほゴ等しい時間を費やしてい

る。手仕事には作物生産がひまなとき妻もかかわるが、年間を遣じてそれ

を行う老人の労働時間が圧倒的に大きい。魚、取りは稲刈後の乾季における

夫の主な仕事となる。また、世帯全体での労働時間は小きいが、畑作は主

に夫によって行われ、自然物の捕獲・採集には全成員が等しくかかわって

いる。家事労働の半分は妻により行われ、老人（女性）がそれを助ける形

をとる。老人が行う家事労働は家の中での軽作業である。

(2）穏作生産と夫と妻との分業

以上に述べたように、チナウォン家の稲作は、中心的な労働力としての

末娘の夫とその妻がほゴ等しい時間を投入することによって営まれている。

ここでは、稲作生産の具体的な楼棺を作業のプロセスにしたがって記述し、

夫と妻との分業関係，共同労働の実態を明らかにする。

表 I，表2は、夫が持定の作業をしているとき、妻がどのような作業に
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かかわザでいたかを示じている。各列，各行の合計置な、それぞれ夫，妾

がその作業に使用した時間量を示す。「その他」に示された値は、夫，妻

のどちらか一方が、ある作業を行っているとき、もう一方が稲作労働以外

の行動をしている時間である。全体としては、夫，妻の両者が同時に稲作

にかかわっている時間は、どちらか一方が稲作をしている時間の約1.5倍匂ー

である。そのとき、夫と妾と辻、妻が水田へ食事を運んでいる場合などを

産主き、共にノングシムパーンの水田で働いている。夫のみが稲作をしてい

るとき、妻は家事労働に最も時間を蜜やしている。日々の生活上必要とさ

れる家事は妻の役割である s 実際、稽作のピークがあった 8月と11月で

辻、朝食より前に夫が稲作をすることが頻繁にみられるのに対し、妻はそ

のとき専ら家事にかかわっている。

田植は、 7月25日から28自の 3日間、 7月30日かろ 8月10日までの12日

間、そして時期的に少し離れて 8月22日に行われた苧 調査開始（7月13日）

以前：こ、ノングシムパーンで田植活動はあまりみられないから、チナウ方

ン家の田植は約10日間に集中している。また、表 1からわかるように、田

植は夫と妻とが共同で行うー耕起，しろかき，そしてあぜの修復は夫の仕

事、苗取は妻の仕事であ芸＝作業プロセス上では回檀の前段階にある耕起

(2回目），しろかき，苗取辻、田植とほとんど同時進行している。耕起，

しろかき，苗取が行われたのと同じ日に、田鑓が行われる。そして、夫が

耕起，しろかきをしているとき、妻が水田で行う作業は苗取である。つま

り、田植の時期では、－eのうちに田植を中心として耕起，しろかき，苗
取が行われ、夫と妻とが同じ作業（田植）を行う時電と別々の作業を行う

時間が見られる。

刈取った稲を結束するのに必要な竹ひもを作るの泣夫の仕事である。夫

が竹ひもを作っているとき、妻は稲作以外の行動をとることが多いが、穏

を倒伏させ、刈取を容易にさせる作業も行っている：： j!J取はほとんど夫と

妻とが共同で行う。刈取の祭問辻、 10月24日から21aと11月16日から12月
11日である。刈取の期間中に、夫は刈取った稲を結束する。東ねられた稲

辻、夫が10月末の刈取直後に準備した脱殺場（整地後、水牛のフンを塗り

‘かためる）へ運搬されるむこの作業には夫と妻の両者がかかわるが、共同

で行われることは少ない C たとえば、夫が脱穀をしているとき、妻が刈取

った穏を運搬していることがある。しかし、この運録作業に最も時間が使

われるのは、両者ともに刈衣類間直後の12月12日である心脱殺は刈取期間

中にも行うが、本格的な作業辻、 12月13日から18日の6日間にみられ、夫
のみが従事する。また、麦2からわかるように、夫が脱穀をしているとき

妻はその補助的な作業、つまり、上記の刈取った穏の運搬，結束した穏を

解く作業，種籾の選別に従事していることが多い。

脱穀によって得られた籾辻、運搬され米禽に収納される。この作業は、

説穀類間の直後に突のみで行われている。それが終むると、夫は残された

藁を結束し、水牛の飼料として水田に集積する作業を行う。その問、妻陪

チナウォン家以外の水田で萄くことはあっても、夫と経営水田の耕作に従
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事することはほとんどない。

夫と妻との稽作生産における分業、共同労働についてはほぼ同様のこと

がダンサイ家でもいえる。この世帯は夫婦（夫37歳，妻32歳）と年少の子供

2人から構成され、チナウォン家と同じく稲作は夫と妻とがほぼ等しい時

間を投入することにより営まれる。夫と妻の時間量の比率は53:47であ

る。ただし、水田経営面積がチナウォン家に比べ大きいため、より多くの

時間が消費されている。

ところ；で、ダンサイ家は、チナウォン家と異なりノングシムパーン以外

にノングドゥーンでも水田を経営している a しかし、夫と妻が2ヶ所の水

田で別々に作業をすることは稀であり、同じ場所で共に働くことが多い。

たとえば、田植，刈取は夫と妻による共同作業である。ダンサイ家の田植

は1983年 7月23日から 9月 3日まで、ほぽ毎日連続してみられるが、ノン
グシムパーンでは 8月 4～ 8日， 13～178. 19～31日， 9月 2日～ 3日

に、ノングドゥーンでは 7月23日～ 8月 48. 9日～12日に行われている。

2ヶ所での田植が時期的に重なりあうことはないといってよい。田植が行

われた多くの日に、同じ場所の水田での耕起，し．ろかきがみられる。耕起，

しろかきは、時間帯で地朝（6時～9時），午後（2時～4時半）に集中して

いる。朝のうち、または前日の午後に夫が宗起，しろかきをした水田の田

植を、 夫と妻との共同作業によって、 その日のうちに終了させる作業

パターンの存在が考えられる。ここでも、天が耕起，しろかきをしている

とき、妻が水田で行う作業は苗取である。

チナウォン家，ダンサイ家は夫婦を基幹労働力としている点で共通して

いる。そして、その点を前提として以上にさべた稲作生産における夫と妻

との分業、共同労働が展開している。そこで注、夫と妻とが共同で行う作

業（田植，刈取など）の他に、一方が主に行う作業（耕起，苗取，脱穀な

ど）が寄在するつその夫と妻との分業には、男と女という性の違いが反映

されていると考えられる。しかし、田植時短での夫の役割である耕起，し

ろかきが、妻の役割である苗取と同時に行われたり、夫がその役割である

脱穀をしているとき、妻はその補助的な作業をすることがみられる。ま

た、夫と妻とが共同で行う田植，刈取は最も時間を消費する作業である。

結果として、夫と妻とが水田で「共に働くーことは、当事者にとって強く

認識されていると思われる。

また、ダンサイ家では脱殺場の準備，残された薬を結束し水牛の飼料と

して水田に集積する作業に妻がかかわっており、刈取って結束された稲の

運搬作業は共同で行われている。この点はデナウォン家と異なり、稲作生

産における夫と妻との分業，共同労働のあり方辻、夫婦2名を基幹労働力

とする世帯間でも函一的なものではない。
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(3）家族周期と世帯内分業

チャン’タパジ家は、労働力の点から見ると、家族周期上ゼチナウ云シー家

またはダンサイ家が発皇室した段階にあると考えられるーすなわちL世帯主
夫婦（夫54歳，妻49歳）の子供が成長し世帯の労働遇程へ十分に関与じていー

るのである。具体的に辻、長男（25歳）が基幹労働力となっている。そこで、ー

チャンタパン家を事例としてとりあげ、その事作の共同労働のあり方を分

析する。

調査期間内で長男が宿作に費やしている時間辻、全体としては父親と母

親の1.3～1.4倍であるーしたがって、稲作生産における長男の労働力は世
帯のなかで最も霊要だと考えられる。時間の面から共同労働のパターン

（誰と誰とが同時に穏作にかかわっているか）をとらえると、最も目立つ

のは長男が単独で稲作にかかわっているものであり、次に両親と長男の三

者による共同労働である（表 3）。 そして、長男を含まない夫婦による共

同労働が最も目立たないパターンとなっている。長男が世帯のなかで最も

穏作に時間を費やしてつるのは、表からわかるように単独でそれにかかわ

る時間が多いからであるつ長男が単独で稲作にかかわっているとき、父親

は賃金労働者として働きに出ているのが典型的である。 そして、母親は

家事労働もしくは野菜栽培に従事しているケースが多い。時間消費の点か

らみれば、母親は野菜栽培におLずる中心的な役割！を果たしている。この世

帯では、父親が朝また辻午後に俄きに出て、手喜作生産に従事できない穴を

長男が埋めている形が完受けられる。この点からも 、チャンタパン家の稲

作生産における長男の役割の重要性が指摘できる c

夫婦以外の世帯成員を考産せずに、稲作生産における夫と妻との分業，

共同労働をみるとき、チナウォン家，ダンサイ家と似たような実態が明ら

かになる。たとえば、誘起，しろかき，収穫した稲の結束，竹ひも作り

は、失の仕事、苗取は妻の仕事であり、田植，刈取には両者が共にかかわ

ることが顕著になっている 9

しかし、すでに述べたように夫婦のみが共同労働をするよりは、それに

長男が加わることが庄笥的に多い。したがって、田植，刈取は夫婦と長男

の三者による共同作業の色彩が強くなる。また、長男は父親の仕事である

耕起，収穫した穏の結束にかかわっているが、母親の仕事である首取はほ

とんど行っていない。説葱は、チナウォン家，ダンサイ家では夫が行って

いたが、この世帯の場合長男が中心となって行っている。

以上のことから、チ γ ンタパン家の稲作生産における成員聞の分業，共

同労働のあり方は、家芸居期上では前段階にあるチナウェォン家，ダシサイ

家を基本とし、基幹労警告者となった長男が、父親の役割を補うかあるいは

全面的にそれをになう形をとることによって変形されたものといえる。
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(4）近親の世帯間共同の事例分析

世帯の労働過程へ十分に関与できるようになった成長した子供は、いず

れ結婚して、しばらくは親と同居したとしても、やがて新しい世帯を形成

する。そして別居の親世帯と子世帯とがまるで一世帯のように生産面での

共同関係を行う場合がある (12）。生活時間調査におけるこのような事例は、

83年調査の中にはなく、 81年謂査のK世帯と U世帯との関係にみられるの

で、ここではこの2世帯をとりあげる。図9に2世帯の関係を示す。 K世

帯の妻は二 u世帯の世帯主の長女であり、隣接して居住している。また、
K世帯は農地，米禽を所有せず、夫と妻はU世帯の農地でその成員と共に

働き、そこからの生産物を得ている：Fukuiet al. 1983:293]0 

U世帯と K世帯の成員の労働時間記分（表4）から、稲作はU世帯の世

帯主（U1）.次女（U3），三女（U4）、そして K世帯の妻（K2）によって主

に営まれているのがわかる。 K世帯の夫（K 1）が稲作にあまり従事しない

のは、東北地域農業センターの農業労働者として働きに出ているためであ

る。また、生産物のマーケティングを含めて、菜園を中心となって窪営ず

るU世帯の妻（ U 2）は、その分だけ稲作に従事する時間が少なくなって

いる。以下では、稲作生産を例にとって U世帯と K世帯との生産面での共

同関係を分析する。なお、調査~問 l土、田植時期の後半から刈取・説教の

時期までである。

稲作での田植，刈取は、主として； K2.U3,U4］，または

[K2. U3；の組合せ、つまり姉妹による共同作業である（表5，麦6）。

ここに、世帯の枠を越えた共同労笛の実例をみることができる。調査期間

中、 K2：主U世帯， K世帯の全在員のなかで稲作での労働時間が最も多く、

このような姉妹による共同作業でも中心的な役割を果たしている。この場

合、上記の組合せに Ulが加わることは非常に少なく、田植，刈取に投入

きれる時間量も K2. U3, U4に比べてかなり少なくなっている。

－しかし、作業別でみなければ、 K2,Ul,U3,U4が同時に稽作生

産にかかわっているパターンが最も頻繁にみられる。例えば、姉妹が田植，

刈取をしているとき、 U1は同時期に行われる別の作業（耕起，しろかき，

収穫した穏の結束など）に従事していることが多い o 稲作の主な作業別に、

、K2.Ul. U3, U4の労働投入時間をみたのが表？である。作業別の

労働投入パターンは、上記の結果として姉妹が相互に似かよっており、 U

1のパターンと区別される。したがって、表？の4サンプルのうち U 1の

みが男子であることもあって、 U世帯と K世帯との稲作共同経営での分業

は基本的に姉妹からなるグループと U1との聞で体系づけられていると考

えられるー
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5.おわりに

生活時間調査は、通常不特定多数のサンプルの分析にもとづいて、生活

の一般像を抽出することを特色としている。しかし、本稿で我々が試みた

村落生活の分析方法は、少数サンプル（農民，農家）の生活を包括的かっ

定量的に把握するものである。謂査データ自体から村落生活の一般像を得

ることはできないが、すでに明らかにされた村落生活に関する事実を時間

利用の点からきわめて具体的に例示することができる。

本稿位、 2回にわたる生活時間調査の第一報にあたる。「誰と」行動し

たかに関するデータを用いて、ドンデーン村、そして村の領域を越えた社

会関係・人間関係を様々な局面から把握することなど、残された課題は多

い。これらのデータの分析、整理に際しては、生活時間調査以外のデータ

を用いて、課題の多面的解明を試みたい。

主主 ： 

1 .京都大学大型計算機センターを利用した。またこの入力、分析の費

用の一部辻日本経済研究奨励財ヨの助成によった。

2.サンプル 20人のうち、仕事と生理的必要時間の区別がつかない村

外勤務者3人は計算から除いたっその3人は後述のパクパン家の妹、チャ

ンタバン家の世帯主、ラトロンムアン家の長男である。

3 • 1981年の全戸調査におけるシリアルナンバーとハウスナンバー［Fuk

u i .tl__tl. 1983: 187］。

4.労働および食事を共に行って、生計を共にすること。現地語では

「ヘットナムカン、キンナムカン」という。

5・.共司耕作分の面積も含むつ

6.勤務時聞は8時間と短かいので、勤務時間外に農業センターで睡眠

をとり、昼間に農業に従事することができる。しかし定期的な休日はな

t,・、。
7.調査期間中の1983年11月に肩に倒れ、 1984年2月まで床に伏したま
まであり、農業、精米業はもとより村長の仕事も代行してもらっていた。

1984年3月には軽い仕事はこなせるまでに回復した。
8 .僅註世帯の各成員がその労働へ投入した時間を合計したもので、各

句の一日平均で示しである。

9. この労働力の不足は雇用労働でおぎなったと考えられるが、データ

が未分析のため詳しいことはわかっていない。

10.キャサパ栽培には雇用労働を使うことが多いが、ここでは自家労働

力のみについて論じている。

1L後述する放牧時間の性格を考慮し、ここでは放牧のみをしている時
間を計上した。

12.水野浩ーがいうところの「屋敷地共住集団」 ［水野 1981］を指

す。

’~ 、
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表1.田植持における夫と妻の分業（チナウォン家、末娘失婦）

i妻・計

「

百取あぜ修復しろカ、き耕起夫！
→1 

妻 その他田植食物運搬

首取 346 74 30 。6 5.1 19 166 

食物運搬 94 56 6 。2 3 18 9 

田植 346 38 308 。。。。。
212 50 17 13 25 28 79 その他

21 79 65 254 夫・計 168 394 17 

表中の数字は時間量を示す（単位は10分）。
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表2.謡刈時における夫と妻の分業〈チナウォン家、末娘夫婦）
－ － －．．・~－－-

妻 夫 ひも作り 刈取 結束運搬脱殺場準備解束脱穀その他 要・計

稲の倒伏 12 。。。 。 。。 0・p 12 

刈取 。 867 45 6 6 。18 234 1176 

運慢 。 。。30 。 6 30 12 78 

解東 。 。。。 。 36 78 30 144 

。 。。。 。 。96 4S 144 

その他 85 117 76 66 24 。120 488 

夫・計 97 984 121 102 30 42 342 324 

注表中の数字は時間量を示す（単位は10分）。

表3.時間の面からみた共同労働（チャンタバン家）

パターン番号 世帯主 妻 長男 時間量

1 、・， 460 ’・、

2 、・， 332 ’4・、

3 、・， 980 ’・、

4 、’；r、 ．’、・・、， 288 

5 
、，， 、・， 328 ’・、 ’l、

6 、，， 、υ 360 ’・、 e’・、

7 、’・・，、 、，， 、•， 806 ’・、 ’・、

合計労働時間 1877 1781 2469 

注）．キ印はその者が稲作をしていることを示す

単位は10分
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表4・.U世帯とK世帯の成員の労働時局配分
ー，轟~ - --.， ー ，..

ー一一 ーーーー－一一－一 － 

Ul u2・・・ U3 U4 U5・ Kl K2 

家事労働 19 2お ・473-・ 234・ 322 7・ 437 

稲作 426 200 508 421 16 131 571 

畑作 。。。。。 。 11 
野菜作’ 67 724 397 236 50 23 167 

家畜飼育 1235 55 404 392 183 109 574 

魚取り 127 5 15 2 。 483 2 

狩猟・採集 24 38 77 40 2 167 17 

賃金労働 。。。。。 1887 。
手仕事 262 47 26 33 。39 
マーケティング 3 631 30 古l 7 。 5 
注）．成員の記号は本文を参照のこと、 U5はU世帯の末娘

単位は30分で調査期間の合計時間を示す

表5.田植時における共同労働（U世帯， K世帯）

パターン番号 K2 Ul U3 U4 時間量

1 
、，， 22 ’・、

2 、・， 6 ’・、

3 ’、・・、， 14 

4 、’，・、， 6 

6 、’，ー、， 、’・・，、 1 0 

7 、’P，， ’、，，＇、 6 

10 ’、，.、， 、’b・、 8 

11 、’：、， 、’・・、， 、，， 8 ’・、

13 ’、，e、， 、’・.、， 、’o，， 40 

15 、句，，、一 、・， ’、，・，、 、・， 4 ’A、 ’s、

合計労働時間 90 18 84 64 

注）．本印はその者が稲作をしていることを示す

単位は30分
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表6.穏刈時における共同労働（U世帯， K世帯）

パターン番号 K2 Ul U3 U4 時間量

1 、・， 56 ’・、

3 、・， 36 ’...、

4 、’，・，、 17 

5 、・， 、’，・，、 1 ’・、

6 、’・・，、 、・， 104 ’・、

7 、・， 、”hh、 30 ，．、

8 、b 、・， 1 ’‘、 ’．、

10 、・， 、’・・，、 27 ’．、

11 、・， 、・， 、・， 5 ’・、 ，．、 ’・、

13 、’・・，、 、・， 、・， 122 ’．、 ’・、

14 ’、・・、， 、・， 、・， 2 ’．、 ’．、

15 、’・・，、 、’・・、， 、・， 、，，
1 1 ’・、 ’・、

合計労働時間 329 20 2-08 209 

注）．ネ印はその者が稲作をしていることを示す

単位は30分

表7. 稲作の作業別労働投入時間（U主帯， K世帯）

作業 Ul U3 リ4 K2 

首取 8 19 33 28 

耕起 50 5 2 4 

Uろjy、き 30 7 。
田植 18 85 64 90 

刈取 20 308 209 329 

竹ひも作り 18 。 2 。
稲の結束 137 43 2 。
稲の運搬 33 43 58 ,IB 

脱穀場の準信 ー23 6 。 。
脱穀 16 。 。 。
あぜきり 31 。 。 3 

注）．単位辻30分
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